
78 核医学　7巻1号（1970）

　③　131Csをあらかじめ採り込ませた心臓を摘出し，人

体ファントーム中にて，正常心の場合と，冠動脈の各枝

をそれぞれ結紮してあったものについて，scintigramを

行なった．

　③臨床例として左冠動脈infarktionのものに応用

した．

　〔結論〕①（C．S．），（1．S．）の場合はいかなる時も艮

い像はえられなかった．　②（LS．）の場合はdetector

のなす角く130°の時，が最も良い像がえられた．⑧

（LS．）の場合detectorとファントームの距離によ・って・

ファントーム中の核動迄の一定の距離が正確にえられた．

④模擬実験では，それぞれの疾患によって明瞭な差惜

が認められ診断の確実性が証明された．　⑤　臨床上に

（L．S．）とsield　brendeを用いた時は，正確な診断がで

きた．

　　　　　　　　　　　　＊

82．　ラジオアイソトープ静脈造影法の手技

　　　と臨床的意義

宮前達也林三進平松京一
坪郷義崇　竹中栄一　田坂　浩

　　（東京大学　放射線科）

　〔はじめに〕今回われわれは，シンチカメラの特徴を

生かして，いわゆるラジオアイソトープ血管造影法の中

のラジオアイトープ静脈造影法　（以下RI－venography

を略す）を悪性腫瘍でsuperior　inferior　vana　cavaお

よびcommon　iliac　veinに閉塞あるいは狭窄を疑われる

ものに実施し，その手技と臨床的意義を検討した．

　〔方法〕　装置はNuclear　Chicago社製シンチカメラ・

使用核種は99・TcO，一で，使用量は5－1emCi／1－4ml・

撮影はポラロイドカメラおよび35m皿　タイムラップス

カメラで行なった．RI－venographyで異常と思われた

ものは通常のX線によるvenographyを当教室で行ない

それと比較検討した．

　〔まとめ〕　（1）当検査の目的は閉塞の有無と狭窄の程

度であるが，この点に関してはかなりはっきりと分る．

しかし，その範囲についてはさだかでない．　（2）99mTc

溶液は高濃度のものがよい．　（3）Superier　vena　cava

はおける複雑な側副路の描出もある程度可能である．

ただこの場合，肺循環系との重なりをさけるためにRI

をbolusとして注入する必要がある．（4）Inferier　vena

cavaでは，正常でもrenal　vein，　hepatic　veinの注入

する部分は幾分activityが低くなる．　このことを考慮

した上で読影しなくてはならない．この領域では心肺の

重なりがないのでbolUSにそれほどこだわらなくても情

報量の差はない．（5）Comonon　iliac　veinでは患側の

見当がつくならば患側注入がよい．側副路から対側の

CJ．V．への流れが描出される．

　〔結論〕RI－Venography，　X－ray　venography，　lhyn－

phographyのそれぞれの利点を生せば患者に与える検

査の苦痛を軽減し，放討線治療をより効果的に行なうこ

とができる．将来，　multichannel　analyzerを応用すれ

ば血流の改善をはっきりした数値で求められると思う．

　　　　　　　　　　　　＊

83．　局所循環の研究におけるCarbonized

　　Microsphereの応用

　　　　　開原成允　飯尾正宏　上田英雄

　　　　　　　（東京大学　上田内科）

　　　　　　　　Henry　N．　Wagner

　　　　　　（Johns　Hopkins　Hospital）

　種々のラジオアイソトープで標識された粒子が局所循

環の研究に応用されてきたが，最近米国において開発さ

れたcarbonized　microsphereとよばれる粒子は，他の

粒子の欠点がなく，実験的研究には大変秀れたものであ

ると思われるので，われわれの行なった基礎的検討なら

びにその応用について述べる．

　この粒子はplasticを基質とし，ほぼ完全に球形で，

大きさは種々のものがあるが50μのものは，その標準

偏差は±10μ程度である．動物体内に注入される際には・

組織学的反応はなく，また，全く代謝されずラジオアイ

ソトープの漏出もない．これが人には用いえない理由で

あるが，動物ではこの特徴を利用して，長期に亘る血流

の変化の観察も可能である．標識しうる核種はSsSr，

SICr，　i69Yb，141Ceなどであるがその他の核種での標識

も可能である．このように二種以上の核種での標識が可

能のため，まつある核種を注入，ついでいろいろの異常

状況を作った上で，第二の核種と注入するという方法に

より，同一の個体で，二つは以上の状態での血流分布を

測定することができる．この際，試料の測定はスペクト

Pメトリーで二種またはそれ以上の核種の放射能を分離

測定するのである．

　さて，本粒子の応用として，これを左房内に注入する

ことにより心臓より拍出された血液の全身への分布状態

を測定することができる．この際，分布した粒子が再び

静脈側に漏出しないことが必要であるが，50μの粒子を
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用いれば，ほぼ問題がない．この方法によってわれわれ

は，出血性ショックにおける各臓器への血流分布を測定

した．まつ，正常状態において第1の粒子を，ついで脱

血によりショック状態として第2の粒子を注入すること

によりJショック時の血流分布が同一の犬の正常状態の

血流分布と比較できた．この結果，心，肝，脳など生命

維持に重要な臓器への血流はショック時も比較的よく保

存されることが明らかとなった．

　　　　　　　　　　　　＊

84．　血清ジゴキシン量のin　vitro　test法

　　　　飯尾正宏　井出和子　上田英雄

　　　　　　（東京大学　第2内科）

　ジギタリスは，薬用量と中毒量の差が少ないため，ジ

ギタリス投与中の血清レベルの測定の必要性は古くより

のぞまれていたが，bioassay法などを中心とした在来法

の感度は必ずしも十分でない．Lowenstein，　Coinerらは，

赤血球膜ATP－aseがジギタリスで特異的に抑制される

ことを利用し，86Rbの赤血球内とりこみ量の増減が血

清申ジギタリス量と相関することより，臨床的にこれを

応用，またScottらは，担癌患者でも未知の因子により，

86Rbの赤血球中とりこの変化の起ることより，その診

断に応用せんとしている．

　Lowenstein，　Coinerらの臨床応用は極めて有用な情

報をもたらしたが，方法が複雑であるので，その簡易化

を目的とし，Scott法に応用中のEKT　tube法（Abbott

社）を，ジギタリスの測定にも応用した．赤血球洗糠を

必要とせず，特殊に処理したレジンカラムにより遊離

36Rbを分離しうるため測定は一層容易となる．

　血清を直接用いることにより起るfalse　positive値を

防ぐためdechlormethaneでジギタリスを抽出，その下

層を乾燥，85mg％glucose加生食1mlに約2．　5！i　Ciの

8・Rbを加えたものにこの抽出物を溶解，　ひきつづき赤

血球0．5m1を加え37°Cで2時間振とうしつっincu－

bationし86Rbの赤血球中への転送を生ぜしめる．　Di－

chlomlethaneに抽出されるdlgitoxin，　digoxin量は

それぞれ，72，5％，59．6％で満足すべき値であるがeth－

yletherのdigoxin抽出率は31．2％で使用に適しない・

Incubation温度についてCoinerは37°Cより44°Cの

方が精度を増すと述べているが著者らの測定では，この

ような非生理的条件下では86Rbの赤血球中への摂取は

むしろ障害される．赤血球中への86Rbのとりこみは

120分までは直線的以後300分まで緩徐となる．その他本

79

測定に影響を与える因子として，赤血球のaging，レジ

ン量，レジンの種類，86Rbの比放射能などの影響につ

いて報告した．

　　　　　　　　　　　　＊

85．133Xeによる皮膚および筋肉血流量の

　　　測定

高山英世　風間善雄　稲田満夫

葛谷英嗣　く内分泌内科〉

渡辺昌平　森田吉和　須藤直文

　　　　〈皮膚科〉

　（天理ようつ相談所病院）

　i33Xeを用いて皮膚および筋肉血流量を各Sejrsenお

よびLassenの方法により測定した．すなわち皮膚血流

量は133Xe生理的食塩水0．1ml（histamin　25μ9添加）

を皮内に注入し，　rate　meterおよびrecorder装備

scintillation　counterにて体表外より　133Xe　clearance

curveを描記せしめ．　そのinitial　slopeより求められ

た．　一方筋肉血流量はユ33Xe生理的食塩水0．1m1を

前脛骨筋内に注入し，虚血並びに一定の運動後にえられ

た133Xe　clearance　curveより算出された．

　正常人皮膚血流量　（下腿腓腹部）は6～12ml／100g

tissue／min．に分布し，　sclerodermiaで低値を示した．

また筋肉血流量の正常人平均値は現在までの所52．5m1／

100g　muscle／minであった．

　以上の皮膚および筋肉血流量を糖尿病その他末梢循環

障害をきたす疾患について測定し，その臨床的価値につ

いて検討したので，その結果を報告する．

　　　　　　　　　　　　＊

86．Nai311筋クリアランス法による末梢循

　　　環動態の研究

一その1　動物実験における測定諸条

件の検討一

〇古館正従　（富士製鉄室蘭病院RI室）

　村田　啓　森岡知一　斎藤幾久次郎

　　　　（北海道大学　温研）

　アイソトープクリァランス法により末梢循環動態を検

索しようとしてコリメーターを試作した．試作したコリ

メーターは，コリメーターの内部にテーパー型ないし円

筒型コリメーターを挿入しうるようにでぎており，先端
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